板屋貝の豊漁
　明治3年から4年にかけて、河村・八橋郡を中心に板屋貝（伊平貝ともいった）が豊漁であった。しかし、貝は藩で買い上げてしまい、民間の売買は禁じられていた。

　当時は外国との貿易が始まっていたから、民間でつくらせた干身は国産（専売品）として、外国にも売り出したらしい。古老は、貝殻年から金が出来て世の中が変ったとか、子守娘も藩札でたもとをふくらませていたとか話していたという。次は村に残る記録である。（読下し）

一、 御銀五百貫目

右は当宿之近頃仕立居候帆立貝干身凡そ弐万斤位御座候所、未タ中干にて請取居申さず候へ共、慥に見込御座候に付、御内貸として御渡しなし遣さるべく候。以上。

　　　　　　　　　　明治四年末三月

河村郡泊宿根取方　富三郎

尾崎文五郎殿

　　　　　　恐れ乍ら願い上げ奉る覚（読下し）

一、 御銀札八百貫目

右は当宿之近頃仕立居候帆立貝干身四万斤位御座候処、未タ中干にて請取居申さず候へ共、慥に見込御座候に付御内貸として御渡しなし遣され候へば有難く存じ奉候。此の段よろしく仰せ上げられなし下さるべく候。以上。

　　　　　　　　　　明治四年末五月

河村郡泊宿根取方富三郎

尾崎文五郎殿

